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In and around the Fukui Prefecture, it is very characteristic that several large active faults exist and some 
destructive earthquakes occurred recently. Small and micro earthquakes occur along the large active fault. But now, 
earthquakes caused the felt zone at Fukui Prefecture occur only at Okuetsu area in Reihoku region. Okuetsu area 
exists in the NKTZ. The b-value of Okuetsu area is relatively low against any other Reihoku region. We will 
explain this phenomenon in detail.      
 

１．はじめに 

福井県及び周辺には、規模の大きな活断層が存

在し、近年提唱されている新潟―神戸歪集中帯に、

奥越地域（福井県東）を中心に一部が属している。

地震活動の特徴としては、いくつかの断層に沿う

帯状の活動と、活動帯の中の低活動領域の存在で

ある。岡本他（2007）は、最近の活動の詳細解析

より、塊状の活動が断層の地表トレ‐スよりはみ

出しながら発生していることを指摘している。ま

た、福井県を有感にする県内の活動が、奥越を中

心とする領域に限定されることも指摘している。

このことは、福井地方気象台報告（2007）と矛盾

しない。本講演では、b-値、メカニズム解、地震

群の震源の再決定等の解析により、周辺のテクト

ニクスについて言及する。 

２．データ 

用いた震源情報は、上宝観測所と北陸観測所の

統合ファイルである。波形デ‐タ、解析装置は主

に北陸観測所の計算機を使用した。解析には Win
システム、地震の再決定は MJHD 法で、メカニ
ズム解は前田の方法に従って求めた。 
３．結果と考察 
図に、最近の嶺北地域の地震活動を示す。福井

地震断層に沿って地震活動があることが、最も顕

著な現象として理解できる。地震活動は、地震群

の塊として、地表の断層トレ‐スより多少離れな

がら存在していることが分かる。奥越地域に注目

すると、断層トレ‐スとは関係なく、塊状の地震

群が存在している。個々の塊は、マグニチュ‐ド

4 程度を最大規模とした地震群を形成している。
2003年末以降では、M3クラス以上（県内を有感

にする）は、ほぼ奥越を中心とした地域（歪集中

帯に属する）に限られ発生している様子が認めら

れる。個々の地震群の最大規模の地震について、

そのメカニズム解を求めた。p-軸は歪集中帯の主
圧縮方向に一致するのであるが、地震群の並びの

主方向より推定される断層面が、地表のトレ‐ス

方向（地震活動分布の方向）と合わないケ‐スが

多い（07 年 12 月 21 日の活動も、同じケ‐スで
ある）。各領域に分け b-値を求めてみたが、奥越
地域を中心とする領域（歪集中帯）の値が小さい

ことが分かった。以上考察すると、現在、周辺で

応力の再配分が起こっている可能性がある。 
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